	第8回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　報告者：平澤真嵩　松川達也

	講義内容：「家族対応」　　　　　　　　　　　講師：紅谷　TOL

	日　　時：平成30年1月16日(火)、17日（水）17：15～

	場　　所：南山苑3階　ひだまり

	内　　容：「交通安全と勤務中における交通事故について」

自動車事故と企業の損失

1. 交通事故のメカニズム

2. 危険予知・事故回避トレーニング
危険予知トレーニング

3. 交通安全知識
交通安全知識テスト

4. 自動車事故と企業の損失
自動車事故と企業の損失

軽視しがちな間接損害

保険料アップも大きな損害

機会損失などを計上する

管理者の人件費損失も大きい

5. 安全運転（よくある事故）
自動車事故の７割以上が４種類の事故
　参加対象者　　 74名

　　　　　　　　　当日参加者　　 36名

　　　　　　　　　当日業務者　　  1名

参加率＝（当日参加者＋業務扱い者）÷参加対象者＝50％

参加率＝当日参加者÷参加対象者＝48％

　　　　　　　　　アンケート提出　36名（収率100％）



	アンケート結果

1．今回の研修内容について

・分かりやすかった　28名

・楽しかった　　　　3名

・難しかった　　　　0名

・つまらなかった    0名

・無回答            5名

2．感想等

· 自動車運転での事故や違反をいないようにしていきたい。知識テストや危険予知トレーニングはとても良かった。

· 交通事故によるリスクを知り、事故防止に努めたいと思いました。

· 今後の業務で運転する際は気をつけ、講習で受けたことを役に立てないと思った。

· 常に事故予測をして、業務にあたりたい。

· 慣れが出ている時期なので、よりいっそう交通ルールを守って安全運転するようにしたい。

· 通勤時、業務で運転する際は十分注意して安全運転していきたい。

· 写真をみて、それぞれ危険予測とその為の安全確保内容を確認しあえて良かったです。

· 危険予知トレーニングや、問題が良くわかりやすかった。事故は個人の問題ではなく、会社のリスクでもある。

· 交通事故のメカニズムを理解できため、直接目視することが重要だとわかった。

3．今回の研修の反省点と今後の対策
今回は、TQMの紅谷ＴＯＬに講師を依頼した。法人内の他部署で既に実施している研修であることからPPTの作成や配布資料の作成等はスムーズに行うことが出来た。今回の研修は一年目の職員は必ず参加とし、研修に参加出来るよう、事前に勤務を調整した上で参加としている。欠勤等で参加出来なかった職員には同テーマの3月の院内研修に参加するように伝えている。内容としては道路交通法に基づいて、写真を用いながら運転中の危険や想定される事故の可能性やどういった場合に法令違反となるのかといった具体性のある研修であった。参加者からも写真を使っていて理解しやすいといった感想があがっている。業務で運転をする機会もあることから、次年度以降も継続し実施していければ交通安全の重要性や事故発生時の理解が深められるのではないかと感じる。
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